
平成２７年度 第８回 SD 研修会 

 

日 時 平成 27 年 9 月 28 日（月）16：00〜 

場 所 宮崎国際大学 2 号棟 107 教室 

進 行 永田学長 

出席者 9 名 

研 修 内 容 

平成 27(2015)年 9 月 25 日、理事会で決定した「学校法人宮崎学園経営改善計画」について

永田学長が資料に基づき説明を行った。 

１．経営改善計画最終年度における財務上の数値目標 

 教育学部が最終年度を迎える平成 29(2017)年度には、学生生徒等納付金収入が平成

26(2014)年度に比して約 1 億円増となるため、帰属収支差額も支出超過状態から抜け出すこ

とが予想される。本計画の最終年度である平成 31(2019)年度における経営判断指標は「A３」

を目標とする（現在 B0）。 

２．教学改革計画 

（１）収容定員見直し 

平成 28(2016)年度から国際教養学部の 3 年次編入学定員(10 人)を廃止する。 

（２）教職課程（特別支援学校教諭）の増設 

教育学部に特別支援学校教諭免許状取得のための教職課程を設けるため、平成 28(2016)

年度内に課程認定申請を行う。 

（３）カリキュラム改革 

リベラル・アーツの基礎科目の開設、英語力を上げるための取組、日本語による表現ス

キルアップの取組等、初年時教育を強化する。平成 28(2016)年度入学生から「グローバ

ル・リーダーシップ・プログラム」を新設し、教職課程については「英語教員養成プロ

グラム」を新設する。 

（４）キャリア支援 

地域との連携協定に基づき、インターンシップや課題解決型学習を充実させ、職場開拓、

各種キャリア教育を実施する。 

３．学生募集対策と学生数・学納金等計画 

（１）イベントの活性化 

オープンキャンパスを年 3 回実施し、生徒の参加目標数を毎回 100 人以上とする。進学

説明会については、県内 5 地区と鹿児島･熊本でも引き続き実施する。また、ウィーク

エンドキャンパスを平成 27(2015)年度は 7 回開催することを計画している。 

（２）情報発信 

ホームページの充実に力を入れ、今後は SNS を広報活動に利用する。 

（３）入試制度改革 

AO 入試を 7 回に増やし、「指定校推薦」を復活し、出願期間を早めた。また、「グロー

バル入試」を新設し、福岡の入試会場をホテルから予備校に変更した。 

（４）学生数・学納金等計画 

平成 31(2019)年度収容定員充足率を 80.5%とする 

４．経費抑制計画 

「経費削減目標(平成 27(2015)～平成 29(2017)年度)」において経費削減目標を具体的に定

め、中長期計画における財務計画の実現性を高めている。(9/17 説明済) 

 

なお、両学部の教員 20 名が参加。 
 


